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パブリック・コメント�

三
鷹
市
障
が
い
福
祉
計
画（
素
案
）に
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

t
地
域
福
祉
課
@
内
線
２
６
１
８

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

２
月
９
日
ª
ま
で
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号（
団
体
の
場
合
は
、

所
在
地
・
団
体
名
・
代
表
者
の
氏

名
・
電
話
番
号
）
を
記
入
し
「
〒

181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
地

域
福
祉
課
計
画
担
当
」
・
I
47
―

９
５
７
７
・

chiiki@
city.

m
itaka.tokyo.jp

へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
「
三
鷹
市
障
が
い
福
祉
計

画
」
は
３
月
下
旬
に
策
定
し
ま

す
。※

素
案
の
全
文
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
」
か
ら
ご
覧
に
な
れ
る

ほ
か
、
地
域
福
祉
課
（
市
役
所

１
階
）、
相
談
・
情
報
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
２
階
）、
市
政
窓
口
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

昨
年
４
月
に
「
障
害
者
自
立
支

援
法
」
が
施
行
さ
れ
、
障
が
い
者

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。

「
三
鷹
市
障
が
い
福
祉
計
画
」

は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
地

域
生
活
支
援
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
の
基
本
理
念
、
サ

ー
ビ
ス
の
必
要
量
の
見
込
み
と
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
確
保
す
る

た
め
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
計
画
の
素
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

●
計
画
の
期
間
と
数
値
目
標

計
画
期
間
は
平
成
19
〜
20
年
度

の
２
カ
年
。
平
成
23
年
度
の
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
を
想

定
し
、
計
画
期
間
中
の
各
年
度
の

数
値
目
標
を
設
定
し
ま
す
。

●
計
画
の
基
本
理
念
（
障
が
い
者

施
策
の
ビ
ジ
ョ
ン
）

「
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
」

「
だ
れ
も
が
地
域
社
会
の
中
で

個
性
を
生
か
し
つ
つ
社
会
の
構
成

員
と
し
て
自
立
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
」

※
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
の
視
点

（
４
項
目
）は
、
別
図
１
の
と
お
り
。

●
基
本
目
標

①
施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の

移
行
＝
平
成
23
年
度
ま
で
に
施
設

入
所
者
の
う
ち
24
人
程
度
が
地
域

へ
。
現
在
、
身
体
障
が
い
と
知
的

障
が
い
の
あ
る
144
人
が
入
所
中

で
す
。

②
退
院
可
能
精
神
障
が
い
者
の
地

域
生
活
へ
の
移
行
＝
平
成
23
年
度

ま
で
に
50
人
以
上
が
地
域
へ
。

③
作
業
所
や
授
産
施
設
か
ら
一
般

就
労
へ
の
移
行
＝
平
成
19
年
度
〜

23
年
度
ま
で
に
延
べ
70
人
が
就
労

へ
。
平
成
23
年
度
ま
で
に
、
就
労

移
行
支
援
と
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

の
事
業
を
１
カ
所
以
上
で
実
施
。

●
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
と
そ
の
確

保
の
方
策

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
量
と
質
を

確
保
し
、
利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

サ
ー
ビ
ス
の
選
択
を
可
能
に
な
る

よ
う
に
整
備
を
図
り
ま
す
。「
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
地

域
生
活
支
援
事
業
」
の
内
容
は
別

図
２
の
と
お
り
。

●
計
画
の
実
現
に
向
け
て
の
方
策

障
が
い
者
の
地
域
で
の
自
立
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
積
極
的
な

施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

①
障
が
い
者
の
地
域
生
活
を
支
え

る
相
談
支
援
の
体
制
と
機
能
の
強

化
、
②
障
が
い
者
の
自
立
と
就
労

支
援
の
推
進
、
③
障
が
い
者
の
地

域
生
活
移
行
と
居
住
継
続
へ
の
支

援
、
④
障
が
い
者
の
自
立
と
地
域

生
活
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
、
⑤
利
用
者
負
担
の
軽
減
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
支
援
と
事

業
の
円
滑
な
運
営
、
⑥
発
達
障
が

い
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
、
難
病
の

方
へ
の
支
援
の
充
実
、
⑦
障
が
い
児

の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
の
支
援
、

⑧
障
が
い
者
を
地
域
で
支
え
る
担

い
手
の
発
掘
と
養
成
、
⑨
バ
リ
ア

ー
フ
リ
ー
の
地
域
社
会
づ
く
り
を

目
指
す
活
動
。

◇
計
画
素
案
策
定
の
経
過

昨
年
７
月
に
、
障
が
い
当
事
者

や
公
募
の
市
民
を
含
む
市
民
、
関

係
団
体
・
機
関
、
専
門
家
な
ど
で

構
成
す
る
「
三
鷹
市
障
が
い
福
祉

計
画
検
討
市
民
会
議
」を
設
置
し
、

障がい者施策のビジョン�

ビジョン実現のための視点�

当事者ニーズに基づいたサービス提供体制の構築�

障がいが重くても地域生活が可能となるような地域社会の実現�

バリアフリーの地域社会づくりと社会参加の推進�

障がい者が主体的に自己実現が図れる地域社会の実現�

市民の参画と協働による推進�

だれもが住み慣れた地域で安心して暮らしていけるまち�

だれもが地域社会の中で個性を生かしつつ�
社会の構成員として自立して生活できるまち�

図1

図2 福祉サービスの内容

〈指定障害福祉サービス〉
●障害者自立支援法のサービスの
基幹となるもので、①「ホーム
ヘルプサービスなどの介護サー
ビスを受けて自立的な地域生活
を支援する／訪問系サービス」、
②「就労・自立に向けて訓練や
社会参加により自己実現を図
る／日中活動の場」、③「グル
ープホームなどの居住を支援す
る／生活の場」に分類します。

●必要なサービスの供給量の確
保、民間事業者などの参入促進、
福祉施設の円滑な新体系への移
行の支援などをすすめます。

〈地域生活支援事業〉
●地域での豊かで文化的な生活を
確保するために、利用者の状況
や地域の特性に対応して行う事
業を実施します。

●身近な相談窓口の整備、必要な
情報を的確に届けることができ
る仕組みづくり、移動やコミュ
ニケーションの支援、日常生活
用具の給付、日中活動の場の整
備、社会参加の促進、バリアフ
リーのまちづくりの推進などの
障がい者施策の充実を図ること
により、その人の能力や適性に
応じて、自立した日常生活や社
会生活を営むことができること
を目指します。

第
32
回

し
ょ
う
が
い
者
作
品
展
　

力
作
を
多
数
展
示
し
ま
す
。
多

く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
１
月
22
日
∑

〜
26
日
ª

午
前
９

時
〜
午
後
５
時（
26
日
は
正
午
ま

で
）、
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
。

t
地
域
福
祉
課
@
内
線
２
６
５
７

確
定
申
告
手
続
き

医
療
費
・
障
害
者
控
除
の

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

条
件
に
該
当
す
る
方
に
、
お
む

つ
に
か
か
る
医
療
費
控
除
、
65
歳

以
上
の
障
害
者
・
特
別
障
害
者
控

除
の
確
定
申
告
の
手
続
き
に
用
い

る
証
明
書
類
を
発
行
し
ま
す
。

◆
お
む
つ
に
か
か
る
費
用
の
医
療

費
控
除

次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す

る
方
に
、
初
め
て
の
控
除
申
請
時

に
必
要
な
「
医
師
の
証
明
書
」

（
ほ
か
に
「
お
む
つ
代
の
領
収
書
」

も
必
要
）
に
代
用
で
き
る
「
確
認

書
」
を
発
行
し
ま
す
。

◇
①
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
、
②
要

介
護
認
定
の
通
知
を
す
で
に
受
け

て
い
る
、
③
要
介
護
認
定
時
の「
主

治
医
意
見
書
」の
記
入
日
が
平
成

18
年
中
で
、
寝
た
き
り
で
尿
失
禁

の
可
能
性
が
確
認
で
き
る
方
。

◆
障
害
者
・
特
別
障
害
者
控
除

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
に
、

障
害
者
手
帳
な
し
で
も
控
除
を
受

け
ら
れ
る
認
定
書
を
発
行
し
ま

す
。

◇
平
成
18
年
12
月
31
日
現
在
、
市

内
在
住
で
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り

な
ど
の
状
態
に
あ
る
、
①
要
介
護

認
定
の
通
知
を
受
け
て
い
て
認
定

基
準
に
該
当
す
る
、ま
た
は
、
②
寝

た
き
り
な
ど
の
状
態
に
該
当
す
る

医
師
の
診
断
書
を
持
っ
て
い
る
方
。

▼
高
齢
者
支
援
室（
市
役
所
１
階

⑫
番
窓
口
）へ
申
し
込
む
。
く
わ
し

く
は
同
室
@
内
線
２
６
２
４
へ
。

無
料
Ｉ
Ｔ
講
習
会

対
象
は
55
歳
以
上
の
市
民
で
パ

ソ
コ
ン
の
初
心
者
ま
た
は
未
経
験

者
。マ
ウ
ス
操
作
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の

基
礎
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・メ
ー
ル
の

基
礎
を
学
び
ま
す（
全
２
回
）。

▽
２
月
５
日
∑

・
８
日
∫

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、
産
業

プ
ラ
ザ
で
。

▼
事
前
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
、
希
望
を
伝
え
て
三
鷹
い

き
い
き
プ
ラ
ス
事
務
局（
火
・
木
曜

日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
受
付
）

@
70
―
５
７
５
３
・
I
70
―
５
７
５

４
へ
申
し
込
む
。
先
着
12
人
。

※
講
習
時
に
「
三
鷹
い
き
い
き

プ
ラ
ス
」（
入
会
金
・
会
費
無
料
）

の
入
会
案
内
を
行
い
ま
す
。

t
高
齢
者
支
援
室
@
内
線
２
６
２

７
こ
も
れ
び
　
ほ
っ
と
・
サ
ー

ク
ル
「
和
紙
で
お
ひ
な
さ
ま
」

市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
主

催
。
対
象
は
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
方
。
手
漉す

き
和
紙
を
使
っ
て
小

笠
原
家
伝
承
の
折
り
方
で
壁
掛
け

お
ひ
な
さ
ま
を
作
り
ま
す
。

▽
２
月
１
日
∫

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分
、市
民
協
働
セ
ン
タ

ー
で
。
講
師
は
早
田
広
美
さ
ん
。
参

加
費
１
千
500
円（
材
料
費
含
む
）。

▼
１
月
22
日
∑

午
前
９
時
か
ら
同

事
務
局
@
080
―
３
３
８
４
―
６

９
９
４
へ
申
し
込
む
。

年
中
無
休
！
社
会
福
祉
事
業

団
の
食
事
サ
ー
ビ
ス

三
鷹
市
社
会
福
祉
事
業
団
で

は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢
の

方
な
ど
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
温
か
い
手
作
り
の
昼
食
と

夕
食
を
年
中
無
休
で
配
達
し
て
い

ま
す
。

週
１
回
や
必
要
な
期
間
の
み
の

利
用
も
で
き
ま
す
。

◆
料
金

１
食
760
円
（
税
込
み
）

◆
会
費

月
額
500
円
（
税
込
み
）

◆
提
供
日

毎
日
（
年
中
無
休
）

t
同
事
業
団
@
43
―
８
８
０
４

三
鷹
市
健
康
福
祉
審
議
会

▽
１
月
24
日
π

午
後
７
時
〜
８
時

45
分
、
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

で
。
障
が
い
福
祉
計
画
の
素
案
の

検
討
な
ど
。

▼
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
午
後

６
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場
へ
。

先
着
10
人
。

t
地
域
福
祉
課
@
内
線
２
６
１
２

北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
で

臨
時
職
員
を
募
集

◆
仕
事
内
容

障
が
い
者
の
日
常

生
活
の
支
援
と
介
護
な
ど

◆
募
集
人
数

男
性
１
人
（
同
姓

介
助
の
た
め
）

◆
勤
務
日
・
時
間

２
月
１
日
∫

〜
３
月
23
日
ª

の
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
（
実
働
６
時
間
、
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◆
賃
金

時
給
１
千
140
円
、
交
通

費
支
給（
日
額
840
円
以
内
）

▼
履
歴
書（
写
真
添
付
）を
本
人
が

同
セ
ン
タ
ー
へ
持
参
し
て
申
し
込
む
。

t
同
セ
ン
タ
ー
（
北
野
１
―
９
―

29
）
@
48
―
６
３
３
１

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ど
ん

ぐ
り
山
で
介
護
職（
2
人
）・

看
護
職（
１
人
）を
募
集

◆
応
募
資
格

①
介
護
職
＝
介
護

福
祉
士
資
格
を
有
す
る
昭
和
56
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

②
看
護
職
＝
看
護
師
（
正
・
准
）

資
格
を
有
す
る
昭
和
31
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

◆
試
験
日

２
月
４
日
∂

午
前
９

時
か
ら
。
筆
記
試
験
（
作
文
）、

適
性
検
査
、
面
接
。

▼
１
月
22
日
∑

〜
31
日
π（
平
日

の
み
）の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

に
同
ホ
ー
ム
事
務
所
へ
履
歴
書（
写

真
添
付
）と
資
格
証
明
書
の
写
し

を
本
人
が
持
参
し
て
申
し
込
む
。

く
わ
し
く
は
同
ホ
ー
ム
事
務
所

@
33
―
２
２
５
５
へ
。

社
会
福
祉
事
業
団
で

職
員
募
集

◆
職
種

①
看
護
職
（
１
人
）、

②
介
護
職
（
契
約
職
員
２
人
）、

③
介
護
支
援
専
門
員
（
契
約
職
員

１
人
）、
④
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任

者
（
契
約
職
員
１
人
）、
⑤
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー（
登
録
職
員
若
干
名
）

◆
応
募
資
格

い
ず
れ
も
平
成
18

年
４
月
１
日
現
在
、
①
50
歳
未
満

で
正
・
准
看
護
師
で
臨
床
経
験
が

３
年
以
上
の
方
、
②
50
歳
未
満
で

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格

者
、
③
45
歳
未
満
で
介
護
支
援
専

門
員
資
格
者（
要
運
転
免
許
）、
④

50
歳
未
満
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１

級
ま
た
は
介
護
福
祉
士
資
格
者

（
要
運
転
免
許
）、
⑤
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
２
級
以
上
の
方
。

◆
勤
務
場
所

①
、
②
老
人
保
健

施
設
「
は
な
か
い
ど
う
」、
③
は

な
か
い
ど
う
指
定
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
、
④
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は
な
か
い
ど
う
、
⑤
市
内
の

高
齢
者
宅
な
ど
。

く
わ
し
く
は
同
事
業
団（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）@
44
―
５
２
１
１
・

http://www.m
itaka.or.jp

へ
。

な
か
よ
し
教
室

新
入
生
募
集
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
か
よ
し
会
で

は
、
障
が
い
児
の
放
課
後
活
動
を

行
う
「
な
か
よ
し
教
室
」
の
平
成

19
年
度
通
所
者
を
若
干
名
募
集
し

ま
す
。
対
象
は
市
内
在
住
の
小
学

１
年
生
〜
高
校
３
年
生
。

▽
説
明
会
＝
１
月
26
日
ª

午
前
11

時
〜
11
時
30
分
、
同
教
室
（
牟
礼

３
―
９
―
３
）
で
。

▼
事
前
に
同
教
室
@
43
―
８
１
３

５
（
担
当
藤
嶋
）
へ
申
し
込
む
。

け
や
き
の
も
り
通
所
者
を

募
集

北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
け
や
き

の
も
り「
地
域
活
動
室
」の
通
所
者

を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。
対
象
は

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
障
が
い

者
で
、
障
が
い
程
度
区
分
の
１
ま

た
は
２
の
認
定
を
受
け
た
方
。

▼
１
月
22
日
∑

〜
２
月
２
日
ª

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
に
同
セ
ン
タ
ー

@
48
―
６
３
３
１
へ
申
し
込
む
。 HP

こ
れ
ま
で
に
９
回
の
協
議
を
経

て
、
素
案
を
検
討
し
ま
し
た
。
ま

た
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

方
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の
調

査
や
、
障
が
い
者
関
係
団
体
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
、
意
見
の

把
握
も
行
い
ま
し
た
。


